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チウラム（CAS no. 137-26-8） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

チウラムの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、視床下部―下垂体―生

殖腺軸への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Stoker ら(1993)によって、チウラム６、12、25、50mg/kg を発情前期日(13:00)に単回腹腔内投

与した雌LEラット(投与前に正常性周期を確認)への影響が検討されている。その結果として、

25mg/kg以上のばく露群で排卵を示す個体数、黄体形成ホルモンサージを示す個体数の低値が

認められた。 

また、チウラム６、12、25、50mg/kg を発情前期日(11:00)に単回腹腔内投与した雌 LE ラッ

ト(投与前に正常性周期を確認)への影響が検討されている。その結果として、50mg/kg のばく

露群で黄体形成ホルモンサージを示す個体数の低値が認められた。 

また、チウラム６、12、25、50、100mg/kg を卵巣摘出及びエストラジオール・ベンゾエー

ト含有シラスティックカプセル埋設処置 72 時間後(11:00)に単回腹腔内投与した雌 LE ラット

(処置により発情前期状態にある)への影響が検討されている。その結果として、25mg/kg 以上

のばく露群で血清中黄体形成ホルモン・ピーク濃度、体温の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部－下垂体－生殖腺軸への作用 

  

示唆された作用 
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